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当院にて脳腫瘍でご加療された方へ 

 

この研究は、脳腫瘍の程度や進み具合、脳腫瘍になりやすいかどうか、脳腫瘍の治療

に伴う効果や副作用の有無が、脳腫瘍の細胞で起こった遺伝子の変異、もしくは生まれ

ながらの遺伝的素因と関係するかどうかを、脳腫瘍組織や血液などから取り出した遺伝

子やそこから作られる産物を調べることによって診断・治療できるかどうかを検討する

ことを目的としています。すなわち、血液や手術によって取り出された体の一部を診療

記録とともに、この研究に利用させていただきたいのです。血液の採取は大きな危険を

伴いません。また、手術は病気を治すために行うものです。病気によって異常を生じた

腫瘍組織の一部、あるいは手術操作のために一緒に取り出さざるを得ない正常な体の一

部で、診療のための分析には不要な部分を研究に利用させていただきます。 

 

【研究課題】 

脳腫瘍のゲノム・遺伝子解析とその臨床病理学的意義の解明 

 

【研究機関名及び研究責任者氏名】 

この研究の研究責任者は次に示す通りです。 

 研究責任者 東京大学医学部附属病院 脳神経外科 教授・斉藤延人 

 当院の研究責任者 国立国際医療研究センター病院 副院長 原徹男 

 

【共同研究機関（責任者）】 

〈担当業務：試料・資料収集及び解析・データ解析〉 

国立がん研究センター中央病院 脳神経外科（成田 善孝） 

埼玉医科大学国際医療センター 脳脊髄腫瘍科（西川 亮） 

杏林大学医学部 脳神経外科（永根基雄） 

獨協医科大学 脳神経外科（植木敬介） 

東京都立神経病院 脳神経外科・検査科（小森隆司）（＊体細胞解析に限る） 

〈担当業務：試料・資料収集・データ解析〉 

東京女子医科大学 脳神経外科（村垣 善浩） 

横浜市立大学 脳神経外外科（中村 大志） 

大阪私立大学医学部 脳神経外科（高見 俊宏） 

杏林大学医学部 病理学（柴原 純二） 

埼玉医科大学総合医療センター 脳神経外科（大宅 宗一） 

〈担当業務：試料・資料解析・データ解析〉 

東京大学 大学院医学系研究科 人体病理学・病理診断学分野（池村 雅子） 

東京大学 大学院医学系研究科 分子病理学分野（宮園 浩平） 

東京大学 大学院医学系研究科 細胞情報学分野（間野 博行） 

東京大学 定量生命科学研究所 分子情報研究分野（秋山 徹） 

東京大学 先端科学技術研究センター ゲノムサイエンス（油谷 浩幸） 

東京大学 免疫細胞治療学（メディネット）寄付講座（垣見 和宏） 

東京大学 大学院医学系研究科 分子予防医学教室（石川 俊平） 

東京大学医学部 神経内科（田中 真生） 

国立がん研究センター研究所 脳腫瘍連携研究分野（市村幸一） 

国立がん研究センター研究所 がんゲノミクス研究分野（柴田 龍弘） 

札幌医科大学 医療人育成センター 教養教育研究部門・生物学（佐々木 泰史） 
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カリフォルニア大学サンフランシスコ校 脳神経外科・脳腫瘍研究センター ＜米

国＞（Joseph Castello） 

マクギル大学、小児科 ＜カナダ＞（Nada Jabado） 

米国コロンビア大学 癌ゲノム研究センター（Antonio Iavarone） 

名古屋大学医学部附属病院 先端医療開発部 データセンター データサイエンス部

門 (中杤昌弘) 

国立国際医療研究センター 脳神経外科（原 徹男） 

 

〈担当業務：受託解析〉 

タカラバイオ株式会社（宮村 毅）シークエンス解析 

  ベックス株式会社（森泉 俊幸） 腫瘍体細胞遺伝子解析 

 

【研究期間】 

 研究期間はヒトゲノム・遺伝子解析研究倫理審査委員会承認後から 2021 年 09 月 28

日までを予定しております。研究期間は、必要に応じて延長することがあります。 

 

【対象となる方】 

これまでに、国立国際医療研究センター・脳神経外科において、診断または治療の目

的で脳腫瘍組織の手術的採取または摘出を受けるまたは受けた患者を対象とする。 

 組織型に関しては原発性および転移性脳腫瘍全般とし、年齢および性別には制限を設

けない。 

具体的には、神経膠腫、髄膜腫、神経鞘腫、その他より頻度の少ない腫瘍（転移性脳

腫瘍・下垂体腺腫・髄芽腫・胚細胞性腫瘍・悪性リンパ腫・血管周皮腫・血管芽腫・海

綿状血管腫（奇形）・頭蓋咽頭腫・類皮腫・類上皮腫・脊索腫・軟骨肉腫、神経芽腫、脂

肪腫・脈絡叢乳頭腫・松果体実質腫瘍を含む脳腫瘍）を対象とする。 

 

【研究の目的】 

 この研究は、脳腫瘍の病気の程度や進み具合、脳腫瘍になりやすいか、脳腫瘍の治療

薬は効きやすいか、副作用は起こらないかなどが、生まれながらの体質と関係するかど

うかを、脳腫瘍組織や血液などから取り出した遺伝子を調べることにより正確に診断で

きるようにしようとするものです。なお、この研究のために使われる脳腫瘍組織や血液

などは、医学の発展にともなって将来計画される別の研究にとっても貴重なものになる

可能性がありますので、あなたの同意がいただけるならば、将来、脳腫瘍やその治療に

関連する別の病気の遺伝子研究のためにもできましたら使わせていただけるようお願

いいたします。 

 

【研究の方法】 

この研究は、国立国際医療研究センターの倫理審査委員会の承認を受けて実施するも

のです。また主施設である東京大学病院でも倫理委員会の承認を受けております。 

あなたの脳腫瘍の治療のために生検や手術を受ける場合には、採取あるいは切り取っ

た組織の一部を使用します。この場合は、採取あるいは切り取ったあとの組織を用いま

すから、研究にともなう身体の危険性は全くありません。また、血液を通常の方法で約

５～１０ｍｌ採血します。採血にともなう身体の危険性はほとんどありません。また、

これらの組織に含まれるＤＮＡ、ＲＮＡ、たんぱく質という物質を取り出し、これを調
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べます。「ＤＮＡ」は、Ａ、Ｔ、Ｇ、Ｃという四つの印の連続した鎖です。印は、一つの

細胞の中で約３０億個あり、その印がいくつかつながって遺伝子を司っています。この

つながりが遺伝子です。一つの細胞の中には２万から３万個の遺伝子が散らばって存在

しています。このなかのどの部分が、あなたの脳腫瘍の病気の程度や進み具合、脳腫瘍

になりやすいか、脳腫瘍の治療薬は効きやすいか、副作用は起こらないかなどと関係が

あるかはまだはっきり分からない段階ですのでＤＮＡ・遺伝子のすべてについて調べる

予定です。ＤＮＡから作り出されるＲＮＡ、たんぱく質についても同様です。これらの

なかには脳腫瘍だけで起こっている情報と、あなたの体質と関連する親から子に受け継

がれていく情報が含まれます。 

こうやって調べたあなたの情報は、他の脳腫瘍の患者さんの情報と合わせて解析を行

い、ＤＮＡ・遺伝子のどの部分の情報が治療に役立てられそうかを調べます。 

さらに、これまでの診療でカルテに記録されている血液検査や尿検査結果、画像検査、

病理検査などのデータを収集して、ゲノム・遺伝子解析結果と照合し、その臨床病理学

的意義の解明研究を行います。特に患者さんに新たにご負担いただくことはありません。 

また、先に記載した本研究目的達成のため、前述の共同研究施設との共同研究を行う

ため、我々が採取した腫瘍や血液試料と、それに付随する個人が特定できない範囲での

上記臨床情報を、解析実施機関へ送付することがあります。提供される試料や情報・デ

ータ等は、セキュリティーの確保された電子データとして、あるいは専門業者による郵

送などにて各施設間にて授受を行います。 

 

【個人情報の保護】 

 この研究に関わって収集される試料や情報・データ等は、外部に漏えいすることのな

いよう、慎重に取り扱う必要があります。 

あなたの人体試料や情報・データ等は、国立国際医療研究センター脳神経外科及び、

一部は上記共同研究施設〈解析担当施設〉に送られ解析・保存されますが、匿名化でき

る個人情報については、解析や送付前に氏名・住所・生年月日等の個人情報を削り、代

わりに新しく符号をつけ、どなたのものか分からないようにした上で、当院脳神経外科

医局内厳重に保管いたします。ただし、必要な場合には、この符号を元の氏名等に戻す

操作を行い、結果をあなたにお知らせすることもできます。 

また、ゲノムデータやゲノム情報については、上述の共同研究機関〈解析担当〉に送

られ解析・保存されますが、解析担当施設の管理責任者により、個人情報管理担当者の

み使用できるパスワードロックをかけたパソコン、鍵のかかるロッカー等で厳重に保管

されます。 

 

★この研究のためにご自分のデータを使用してほしくない場合は主治医にお伝えい

ただくか、下記の連絡先まで 2021年 9月 28日までにご連絡ください。ご連絡をいただ

かなかった場合、ご了承いただいたものとさせて頂きます。 

 

研究結果は、個人が特定出来ない形式で学会発表や学術雑誌及びデータベース上等で

公表します。この研究はどの時点で同意を撤回することも自由ですが、一度研究の成果、

遺伝子の情報を公開してしまいますと、その部分については取り消しが非常に難しくな

ることをご理解ください。また公表されると、その情報が別の研究者によって別の観点

から解析される可能性があることもご承知いただきたいと思います。しかし研究成果、

遺伝子情報を公表することにより、世界の研究者が情報を共有でき、あなたの病気の解
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明、治療法の開発がより早く進むと考えられます。 

 

収集したデータは厳重な管理のもと、研究終了後5年間保存されます。しかし、将来

の研究のための貴重な資源として、許可を得て、研究終了後も引き続き保管させて頂く

こともあります。符号により誰の人体試料かが分からないようにした上で、使い切られ

るまで保管します。なお、将来、当該資料（試料）等を新たな研究に用いる場合は、改

めて国立国際医療研究センター倫理審査委員会の承認を受けた上で用います。 

 

なお研究データを統計データとしてまとめたものについてはお問い合わせがあれば

開示いたしますので下記までご連絡ください。ご不明な点がありましたら主治医または

研究事務局へお尋ねください。 

 

○本研究は、文部科学省委託事業「次世代がん研究戦略推進プロジェクト」・日本医療

研究開発機構（ＡＭＥＤ）委託研究開発「次世代がん医療創生研究事業」の一部として

実施し、財政的な支援を受けております。また、この研究に関する費用は、文部科学省

科学研究補助金（基盤研究（B））からも支出されています。 

○本研究に関して、開示すべき利益相反関係はありません。 

○本研究は、利益相反の状況について国立国際医療研究センター利益相反マネジメント

委員会に報告し、その指示を受けて適切に管理しています。 

○尚、あなたへの謝金はございません。 

 

 

 

【問い合わせ先】 

 当院の研究責任者：国立国際医療研究センター病院 脳神経外科 副院長 原徹男 

 問い合わせ窓口：脳神経外科外来 電話: 03-3202-7181（代表）（応対可能時間：平日 9時～16時） 

 

 

 


